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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・札幌市内に限ってだが、着工件数が昨年の同時期に
比べても相当多い。普通に歩いていても、あちらこち
らで工事をしているのが目に付く。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・５月後半の気温の上昇により、夏物の反応が良く
なっている。また、気温の変動があることから、いま
だ春物にも動きがあり、トータルすると比較的良い動
きになっている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今年の春商戦に限れば、高くても自分に合った商品
であれば買うケースが多く、定価販売のシェアが増加
している。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・売上状況は決して良くないが、３か月前と販売量を
比較すると７％ほど増加している。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・オリンピック需要によるＡＶ商品の動きが活発と
なっている。

一般レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・先月から消費税総額表示の影響が薄れ、わずかでは
あるが売上が前年を上回った。

観光型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・ゴールデンウィークの休みの並びも良かったことか
ら、宿泊件数・宿泊客単価が回復し、売上は前年から
12％ほど増加している。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・６月の販売量はほぼ前年並みに落ちてきたが、７月
以降の先行申込が好調であり、全体としては上向きに
なっている。

その他レジャー
施設（職員）

お客様の様子 ・プロ野球チームの人気が盛り上がってきた。シーズ
ン初めとは観客の様子が明らかに異なり、熱気が感じ
られ、サッカーチームのサポーターの熱気に徐々に近
づいている。それに伴い、グッズの売行きもまずまず
となってきている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・５月は初夏を思わせる気温の日もあり、夏物の動き
が活発化した。また、ゴールデンウィークは桜の満開
時期と重なったため、道内からの観光客が多く、飲食
店では前年から売上が10％前後伸びた。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・シーズンに入っているものの、季節商品の売上がま
だまだ増加してきていない。この大きな理由には、消
費税総額表示の影響があり、客は頭では分かっている
ものの、感覚的に値上がり感を持っている感じを受け
る。

一般小売店［土
産］（店員）

お客様の様子 ・数年前から、有名メーカーのおみやげ品が指名買い
で売れる傾向があったが、最近は、残りの物をプラス
アルファで余分に買っていかなくなっている。財布の
ひもが固い傾向がより強まっている。

コンビニ（店
長）

単価の動き ・相変わらず弁当が売れない。カップラーメンにおに
ぎりが付いていた時期はまだ良かったが、最近はおに
ぎり一個だけ、パン一個だけ、ラーメン一個だけとい
う昼食が目立つ。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・買い控え傾向が強く、購入単価も下がっている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・５月は冷蔵庫・洗濯機・生ごみ処理機が良く売れた
ものの、薄型テレビ・ＤＶＤレコーダーが昨年並みに
とどまったほか、ビデオカメラも良くなく、全体とし
ては変わらない。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・客の来場数が前年より少なく、売上も前年より少し
悪くなっている。

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・受注量・販売価格とも、前年割れの状況が続いてい
る。一向に回復の兆しもみえない状況である。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・依然として来客数が少なく、特に夕方６時以降の来
店がかなり落ち込んでいる。

住関連専門店
（営業担当）

単価の動き ・従来、売り出し等は外税で価格の割安感を広告でき
たが、消費税総額表示の実施後、内税表示となり、価
格に割安感が出ないため、本体価格の単価を下げざる
を得ない状況である。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

来客数の動き ・客数の減少は依然として止まらないものの、不思議
と客単価が上昇しているので、数字的には同じくらい
を保っている。客単価が落ちた時が怖い。

家計
動向
関連



高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・５月前半はゴールデンウィークの曜日の関係から観
光客の入り込み数が大幅にアップしたものの、後半は
徐々にダウンし、全体では前年並みであった。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・ゴールデンウィークの後、ディナーの売上は前年か
ら40％と激減しており、全体でも前年から30％のダウ
ンとなった。ランチでは売上・人数・単価が前年並み
で、4,000円以上の高額メニューも時々注文が入って
いた。夜に外食を控え、昼はおいしいものを食べたい
という客層が少し増えたようだ。景気回復とは言えな
いが、明るい兆しである。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・道外からの団体客に関しては、１バス当たりの人員
数の減少傾向が顕著になりつつある。道外からの個人
客は増加傾向にあるが、総数はいまいちであり、道内
客は横ばいとなっている。業界では、道外主要都市の
景気回復機運に期待しているが、観光まではまだまだ
及んでこない。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク期間中は、前年と比べて10％程
度の来客数の増加があったが、５月後半は伸び悩ん
で、トータルとしてほぼ前年と変わらない。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・月間の来客数がほぼ一定化して変化がない。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・住宅業界の場合、モデルハウスの来場者数が３か月
前と比べてほとんど変わらず、相変わらず低調であ
る。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・企画の動きの低下もあるが、単価の低下が非常に目
立っている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・連休後の休日は中心部の集客が少なく、開店休業状
態である。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・４月の消費税総額表示の導入以来、競合各社のチラ
シ本数の増加や価格強化が以前にも増して強まってい
る。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数・売上とも前年を下回っている。直近の商品
動向では、自転車・靴などで苦戦状況が継続している
ほか、アメリカ産牛肉が前年比80％と低迷している。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・５月の連休時は良かったが、連休明けから急激に売
上が減少している。また、チラシの反応は大きいが、
何もない時の反応が鈍っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・消費税の総額表示以降、客の買上点数が減少傾向に
あり、客単価が上昇していても、買上点数が減ってい
る。

衣料品専門店
（店員）

販売量の動き ・夏物衣料中心の動きになり、単価も低下している
が、２～３か月前に比べると、何点かをまとめて買う
客が少なく、１点のみの買上げが目立つ。夏のボーナ
スをそれほど当てにしていない感じに見受けられる。

乗用車販売店
（従業員）

競争相手の様子 ・今までだと、同じ業界の中でも良いところと悪いと
ころがあったが、今月については業界全体が低迷して
いる。

タクシー運転手 来客数の動き ・連休中は人も結構入っていたが、現在は落ち着いて
きている状態である。陽気が良くなったせいか、電話
の注文も少なくなっている。

悪く
なっている

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・高額品の動きが非常に厳しい。単価が低下している
のもあるが、装飾品・宝石関連の動きが非常に良くな
い。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・来客数が極端に減っている。料理の傾向・サービス
等、特に低下しているものはなく、強いて言えば、消
費税の総額表示による割高感が利用意欲を削いでいる
のではないか。

良く
なっている

通信業（営業担
当）

それ以外 ・今まではランニング・イニシャルコスト的に高額で
触手を伸ばさなかったサービスの利用、または、それ
らへの取り組みの動きが増えてきた。特にブロードバ
ンド回線を利用した映像伝送関係で動きが顕著となっ
ている。

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・本州向け商品の発送量が多くなっている。

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・東京、大阪、名古屋などの大都市圏向けが良くなり
つつある。百貨店向けも回復してきた。

企業
動向
関連



出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・ＰＲ品、販促品について増量する動きが出てきてい
る。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・原材料のコスト削減のため、設備投資が活発に動い
ている。また、紙パルプ業界は国内需要が上向きのた
め輸出をセーブしている。

その他非製造業
［機械卸売］
（従業員）

受注価格や販売
価格の動き

・鋼材・ステンレス材の高騰に加えて、工業用ガス等
関連副資材の値上げが続いている。道内の鋼製品製造
業の仕事量はまだ満足できる量にはなっていないが、
資材値上げ分の加工単価是正が認められる環境になっ
てきた。

その他企業［コ
ンベンション担
当］（従業員）

受注価格や販売
価格の動き

・高単価の利用も多くなっており、低価格帯との二極
化が進んでいる。

変わらない 金属製品製造業
（統括）

受注量や販売量
の動き

・住宅の着工が遅れ気味と思われ、製品出荷量は前年
よりも減少している。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・季節要因も一因と思われるが、鋼材と基礎資材に動
きがみられるものの、その他は目立った動き・物件の
引き合い等もない。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備資金は低調である。観光関連は連休の曜日配列
が良く、にぎわっている。しかし、建設関連は着工時
期にもかかわらず、マーケットの縮小で厳しさが続
く。道内資本の小売も大型店の進出で厳しい。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・企業により差があるが、仕事が増えているとの話を
聞くことが増えた。

やや悪く
なっている

○ ○ ○

悪く
なっている

司法書士 取引先の様子 ・不動産業者や建築業者の受注量が少ない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・依然として、中途採用に慎重な動きに変わりはない
が、テンプ・トゥー・パーム(紹介予定派遣）を利用
した、採用傾向が増えている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・新規の求人広告の取り扱いが若干であるが増えてい
る。また、長期スパンを空けておいた求人企業がまた
求人を出している。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・建設・小売・飲食・サービス業とほぼ全業種に渡っ
て、前年から求人件数が増えている。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・企業からの求人数が徐々にではあるが増えてきてい
る。また、新卒者のみならず、中途採用についても問
い合わせがでている。

変わらない 新聞社［求人広
告］（担当者）

採用者数の動き ・求人広告はやや増えているが、依然としてパートが
多い。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・テレビの新撰組ブームの影響から観光関連は好調で
あるが、新規求人数は５か月ぶりに減少に転じてい
る。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年より減少している。今年は１～２
月に大型ショッピングセンターの開店に向けた大量求
人があったことによる反動もあり、３月以降は依然と
して低い水準にある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率は0.39倍で、前年と比べて0.03ポイ
ント上回ったが、新規求人のパート求人の占める割合
が35％と、前年から7.8ポイント上回っている。正社
員を希望する求職者が多いなか、雇用環境は引き続き
厳しい。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は増加傾向にあるが、請負業での道外就労が
目立ち、地元就労の求人は増えている感じがしない。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連
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